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六
．
結
び
に
か
え
て

一
．
は
じ
め
に

　

過
去
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
一
生
を
お
く
っ
た
の
だ
ろ
う
。
歴
史
人
口
学
は
、
生
活
史
調
査
で
は
不
可
能
な
過
去
の
人
々
の
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
の
解
明
を
目
的
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
誕
生
し
た
。
速
水
融
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
人
口
学
の
分
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析
方
法
を
日
本
に
持
ち
帰
り
宗
門
改
帳
を
史
料
と
し
研
究
を
展
開
し
た（1
（

。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
人
口
学
の
史
料
で
あ
る
小
教
区
帳
簿

（registre paroissial

（
は
、
史
料
の
性
格
上
世
帯
（
家
族
（
の
分
析
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
宗
門
改
帳
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
。
こ

の
点
が
、
宗
門
改
帳
と
い
う
史
料
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
の
歴
史
人
口
学
の
強
み
と
い
え
よ
う
。
人
口
指
標
の
分
析
が
主
で

あ
っ
た
研
究
は
、
一
九
九
五
年
速
水
融
を
代
表
と
す
る
文
部
省
科
学
研
究
費
創
成
的
基
礎
研
究
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
社
会
の
人
口
・
家
族

構
造
比
較
史
研
究
（
Ｅ
Ａ
Ｐ
（」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
に
よ
り
一
つ
の
転
機
を
む
か
え
た
。
家
族
研
究
者
が
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
世
帯
研
究
に
広
が
り
を
も
た
せ
た
。
次
々
に
世
帯
（
家
族
（
構
造
、
継
承
、
相
続
、
改
名
な
ど
江
戸
時
代
の

家
族
、
あ
る
い
は
世
帯
に
関
す
る
研
究
成
果
が
発
表
、
刊
行
さ
れ
、
研
究
は
蓄
積
さ
れ
、
対
象
地
域
も
拡
大
し
た（2
（

。

　

世
帯
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
農
民
世
帯
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
特
性
は
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
構
成
は
直
系
家
族

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
自
身
の
研
究
を
含
め
反
省
的
に
と
ら
え
る
な
ら
、
膨
大
な
蓄
積
の
あ
る
家
研
究
に
と
ら
わ
れ

す
ぎ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
家
研
究
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
も
、
家
研
究
か
ら
あ
る
程
度
距
離
を
保
ち
な
が
ら
研
究
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
有
賀
喜
左
衛
門
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
家
は
変
化
す
る（（
（

。
農
民
世
帯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
地
域
の

状
況
に
適
応
し
な
が
ら
変
化
し
続
け
る
。
江
戸
時
代
の
農
民
世
帯
の
実
態
を
ま
ず
は
宗
門
改
帳
に
自
由
に
語
っ
て
も
ら
う
と
い
う
方

法
を
と
り
た
い
。

　

本
稿
で
は
、「
陸
奥
国
安
達
郡
南
杉
田
村
御
人
別
帳
（
以
下
、「
人
別
帳
」
と
略
す
（」
を
史
料
と
し
て
、
観
察
期
間
中
こ
の
村
で
生

き
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
一
生
を
過
ご
し
た
の
か
、
戸
主
（
家
主
（
に
焦
点
を
絞
り
、
世
帯
構
成
と
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
そ
の
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
を
観
察
す
る（（
（

。
南
杉
田
村
の
「
人
別
帳
」
の
研
究
は
す
で
に
成
松
佐
恵
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、「
人
別
帳
」
以
外
の
豊
富

な
史
料
の
分
析
を
加
え
た
著
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る（（
（

。
筆
者
は
、
現
在
、
成
松
佐
恵
子
の
研
究
を
基
盤
に
世
帯
研
究
を
展
開
さ
せ
る

た
め
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
お
よ
び
基
礎
的
な
指
標
を
作
成
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
研
究
の
第
一
段
階
と
し
て
、
観
察
期
間
中

の
南
杉
田
村
の
世
帯
研
究
に
必
要
な
基
本
と
な
る
指
標
を
提
示
す
る
に
留
ま
る
。
階
層
別
の
分
析
や
時
系
列
の
分
析
と
い
っ
た
よ
り
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詳
細
な
分
析
は
今
後
の
課
題
に
な
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

二
．
南
杉
田
村
の
概
況

　

南
杉
田
村
は
、
福
島
県
中
通
り
北
部
、
東
北
本
線
杉
田
駅
か
ら
、
本
宮
駅
の
方
向
に
少
し
南
下
し
た
、
阿
武
隈
川
の
支
流
杉
田
川

下
流
南
側
に
位
置
す
る
。
一
六
四
三
（
寛
永
二
〇
（
年
か
ら
二
本
松
藩
領
と
な
り
、
安
達
郡
北
杉
田
村
、
上
成
田
村
、
下
成
田
村
、

高
越
村
、
館
野
村
、
油
井
村
の
七
か
村
と
と
も
に
杉
田
組
に
属
し
て
い
る
。
南
杉
田
村
は
、
奥
州
街
道
に
沿
っ
て
町
並
み
が
形
成
さ

れ
、
町
と
在
の
二
手
合
（
配
下
（
に
分
け
ら
れ
二
人
の
名
主
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
街
道
筋
の
町
家
の
大
半
が
属
す
る
大
内

民
右
衛
門
手
合
は
、
本
田
六
八
〇
石
一
斗
六
合
、
新
田
二
七
一
石
七
斗
八
升
一
合
を
有
す
る
。
も
う
一
方
の
安
斎
伝
兵
衛
手
合
は
、

本
田
四
八
〇
石
三
斗
七
升
、
新
田
五
六
石
二
斗
二
升
八
合
を
有
す
る
。
本
稿
で
用
い
る｢

人
別
帳｣

は
、
安
斎
家
所
蔵
の
史
料
で
あ

り
、
観
察
は
南
杉
田
村
の
在
分
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
成
松
佐
恵
子
に
従
い
こ
れ
を
南
杉
田
村
と
称
し
、
必
要
が
あ
れ
ば｢

町
分｣

と｢

在
分｣

に
分
け
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る（（
（

。
南
杉
田
村
の
畑
作
物
は
、
桑
、
大
豆
、
小
豆
、
油
荏
な
ど
で
あ
る（7
（

。

　

南
杉
田
村
が
属
す
る
二
本
松
藩
で
は
、
人
口
調
査
資
料
で
あ
る
人
別
改
帳
が
作
成
さ
れ
た
。
南
杉
田
村
の
「
人
別
帳
」
は
、
一
六

七
八
（
延
宝
六
（
年
か
ら
一
八
七
〇
（
明
治
三
（
年
ま
で
の
一
九
三
年
間
、
一
五
〇
冊
分
が
残
存
す
る（（
（

。
こ
の
史
料
は
、
現
住
地
主

義
、
す
な
わ
ち
、
現
在
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
者
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
名
前
、
年
齢
、
続
柄
、
持
高
、
土
地
の

貸
借
、
そ
し
て
、
出
生
、
死
亡
、
縁
付
き
に
関
す
る
情
報
が
、
一
筆
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、外
書
と
し
て
奉
公
な
ど
の
理

由
に
よ
り
そ
の
年
村
外
に
他
出
し
て
い
る
者
の
名
前
と
理
由
が
細
か
く
記
載
さ
れ
、
帳
末
に
は
欠
落
人
を
ま
と
め
て
記
載
し
て
い
る
。

　

こ
の
史
料
に
注
目
す
る
理
由
は
、
何
と
い
っ
て
も
約
二
〇
〇
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
史
料
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
、
欠
年
が
二
年
以
上
連
続
す
る
期
間
が
複
数
回
あ
り
、
農
民
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
や
世
帯
の
分
析
と
い
っ
た
時
系
列
的
に
史
料
を
観
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察
す
る
場
合
に
は
、
い
く
つ
か
の
仮
定
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
、
一
三
年
分
で
は
あ
る
が
一
七
世
紀
の
史
料
が
残
存
し
て

い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
は
農
民
世
帯
の
均
質
化
を
強
調
す
る
速
水
融
の
主
張
、
こ
れ
に
対
し

て
、
こ
の
時
系
列
的
変
化
を
次
男
の
結
婚
と
分
家
独
立
と
の
時
間
的
関
連
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
斎
藤
修
の
主
張
が
あ
り
、
農
民
世

帯
に
大
き
な
変
動
が
生
じ
る
、
世
帯
研
究
に
お
い
て
は
一
つ
の
重
要
な
期
間
な
の
で
あ
る（9
（

。
南
杉
田
村
の
史
料
を
観
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
問
題
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
史
料
は
、
他
の
宗
門
改
帳
に
は
み

ら
れ
な
い
、
詳
細
な
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
史
料
が
な
く
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
分
析
を
可
能
に
す
る
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。
出
生
月
、
死
亡
月
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、「
煩
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
本
稿
と
の
関
連
で
い
え
ば
戸
主
交
代
の

タ
イ
ミ
ン
グ
の
分
析
に
貢
献
で
き
る
。
ま
た
、
出
生
と
死
亡
の
季
節
性
の
研
究
、
天
明
の
飢
饉
な
ど
飢
饉
時
死
亡
月
に
関
す
る
分
析

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
は
別
稿
を
準
備
す
る
が
、
こ
の
史
料
は
大
変
興
味
深
い
、
貴
重
な
記
載
が
満
載
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

近
隣
農
村
で
あ
る
安
達
郡
仁
井
田
村
、
あ
る
い
は
安
積
郡
下
守
屋
村
、
在
郷
町
で
あ
る
郡
山
上
町
の
史
料
を
用
い
た
優
れ
た
研
究
成

果
が
す
で
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
農
村
や
都
市
と
の
比
較
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
を
す
べ
て
ま
と
め
た
一
地
域
と
し
て
の
研
究
が

可
能
に
な
る
。

　

最
後
に
、
成
松
佐
恵
子
に
よ
る
先
行
研
究
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
安
斎
家
文
書
の
史
料
は
豊
富
で
あ
り
、「
人
別
帳
」
の

み
で
は
な
く
、
ほ
か
の
文
書
を
用
い
て
総
合
的
な
厚
み
の
あ
る
観
察
が
可
能
で
あ
り
、
当
時
の
農
民
生
活
の
実
態
に
か
な
り
接
近
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（（（
（

。

三
．
人
口
と
世
帯
の
特
徴

　

す
で
に
、
先
行
研
究
は
存
在
す
る
が
、
南
杉
田
村
の
人
口
と
世
帯
の
特
徴
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う（（（
（

。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
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南
杉
田
村
の
「
人
別
帳
」
は
、
現
住
地
主
義
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
は
現
住
人
口
、
つ
ま
り
そ
の
年
に
実
際
に
南
杉
田
村
で

暮
ら
し
て
い
た
人
を
観
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
観
察
期
間
中
、「
人
別
帳
」

に
は
、
男
性
一
六
三
四
人
、
女
性
一
四
八
三
人
が
登
場
す
る
。
こ
の
中
の

男
性
三
八
九
人
、
女
性
一
七
六
人
は
、
他
村
か
ら
南
杉
田
村
に
奉
公
人
と

し
て
転
入
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
時
系
列
的
に
示
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
観
察
初
年
（
一
六
七

八
年
（
の
南
杉
田
村
の
人
口
は
二
五
五
人
で
あ
る
が
、
一
六
八
一
（
天
和

元
（
年
に
村
の
人
口
は
、
三
三
一
人
に
増
加
す
る
。
こ
の
時
点
で
人
口
が

急
増
す
る
理
由
は
、
町
分
に
所
属
し
て
い
た
世
帯
が
在
分
に
移
行
す
る
と

い
う
、
支
配
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。
人
口
は
、
一
七
一
三
（
正

徳
三
（
年
観
察
中
最
大
の
三
三
四
人
に
達
し
、
そ
の
後
三
〇
〇
人
台
を
保

ち
続
け
る
が
、
一
七
二
八
（
享
保
一
三
（
年
に
は
三
〇
〇
人
を
割
り
、
減

少
期
に
入
る
。
こ
の
人
口
減
少
は
一
八
三
一
（
天
保
二
（
年
ま
で
続
き
、

観
察
中
最
小
の
二
〇
七
人
を
底
に
そ
の
後
人
口
は
回
復
期
に
入
る
。
同
じ

二
本
松
藩
の
仁
井
田
村
で
は
、
一
八
二
〇
（
文
政
三
（
年
を
、
ま
た
下
守

屋
村
で
は
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
（
年
を
底
と
し
人
口
は
急
増
し
て
い
る
。

仁
井
田
村
と
比
較
す
る
と
一
〇
年
遅
く
、
下
守
屋
村
と
比
較
す
れ
ば
一
〇

年
早
く
人
口
減
少
期
か
ら
人
口
回
復
期
に
移
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

南杉田村

600
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0
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人
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の
回
復
期
の
人
口
増
加
は
両
村
と
比
べ
穏
や
か
で
あ
る
。

　

世
帯
数
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
（
図
２
（。
観
察
期
間
中
史

料
に
は
、
の
べ
二
四
八
世
帯
が
登
場
す
る
。
観
察
初
年
の
世
帯
数
は
、

そ
の
年
世
帯
員
が
居
住
し
て
い
た
現
住
世
帯
が
四
二
世
帯
、
世
帯
員

が
他
村
に
奉
公
に
出
て
い
る
、
あ
る
い
は
欠
落
に
よ
っ
て
、
そ
の
年

そ
の
世
帯
に
居
住
者
が
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
留
守
世
帯
を
あ
わ
せ
る

と
合
計
四
三
世
帯
で
あ
っ
た（（（
（

。
人
口
同
様
に
、
支
配
上
の
理
由
に
よ

り
世
帯
数
は
一
六
八
一
（
天
和
元
（
年
ま
で
に
現
住
世
帯
三
〇
世
帯
、

留
守
世
帯
七
世
帯
を
加
え
る
と
八
〇
世
帯
に
増
加
す
る
。
そ
の
後
も

世
帯
数
は
増
加
を
続
け
、
一
六
八
七
（
貞
享
四
（
年
に
は
観
察
期
間

中
最
大
の
現
住
世
帯
七
九
世
帯
、
留
守
世
帯
一
五
を
加
え
る
と
九
四

世
帯
に
な
る
。

　

そ
の
後
は
小
幅
の
増
減
を
繰
り
返
す
が
、
一
七
二
〇
（
享
保
五
（

年
頃
か
ら
は
減
少
が
始
ま
る
。
一
時
的
な
増
加
は
あ
る
も
の
の
、
こ

の
減
少
は
観
察
最
終
年
の
一
八
七
〇
（
明
治
三
（
年
ま
で
続
き
、
世

帯
数
は
四
六
世
帯
（
留
守
世
帯
な
し
（
に
な
る
。
南
杉
田
村
の
世
帯

変
動
の
特
徴
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
移
動
が
激
し
い

こ
と
で
あ
る
。
南
杉
田
村
の
世
帯
数
の
増
減
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

観
察
を
行
っ
て
い
る（（（
（

。
観
察
期
間
前
半
の
世
帯
数
増
加
の
理
由
は
、
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分
家
の
創
設
と
引
越
し
入
り
で
あ
り
、
後
半
は
絶
家
の
再
興
に
よ
る
。
減
少
の
理
由
は
、
前
半
は
他
村
へ
の
引
越
し
で
あ
る
が
、
後

半
は
引
越
し
に
替
わ
っ
て
、
戸
主
（
家
主
（
の
欠
落
、
あ
る
い
は
死
亡
に
よ
る
絶
家
が
大
き
な
理
由
と
な
る
。
観
察
期
間
前
半
は
、

村
外
か
ら
の
転
入
、
あ
る
い
は
村
外
へ
の
転
出
が
要
因
で
あ
り
、
後
半
は
村
内
の
異
動
が
世
帯
変
動
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

　

観
察
初
年
か
ら
観
察
最
終
年
ま
で
観
察
を
継
続
で
き
た
世
帯
数
は
、
一
一
世
帯
、
観
察
期
間
一
年
以
上
留
守
に
な
っ
た
世
帯
を
含

め
れ
ば
二
二
世
帯
で
あ
っ
た
。
鈴
木
栄
太
郎
は
「
個
々
の
家
の
世
代
数
を
聞
い
て
み
る
と
、
多
く
は
四
、
五
代
で
あ
っ
て
、
一
〇
代

以
上
の
家
は
は
な
は
だ
稀
で
あ
る
。
一
五
代
以
上
の
家
は
普
通
の
百
姓
家
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
い
い
位
に
珍
し
い
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
南
杉
田
村
で
は
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
存
続
す
る
世
帯
は
少
な
い（（（
（

。

　

観
察
期
間
中
の
平
均
世
帯
規
模
は
、
下
人
、
下
女
な
ど
の
非
親
族
を
含
め
た
場
合
四
・
四
人
、
非
親
族
を
除
く
親
族
の
み
の
場
合

四
・
二
人
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ
を
、
時
系
列
的
に
観
察
す
る
と
、
平
均
世
帯
規
模
は
、
観
察
初
年
こ
そ
、
奉
公
人
を
含
め
た
場
合
六
・
一

人
、
親
族
の
み
の
場
合
五
・
〇
人
と
大
き
い
が
、
こ
れ
以
降
は
奉
公
人
を
含
め
た
場
合
は
四
人
台
で
、
親
族
の
み
の
観
察
で
は
三
人

台
の
後
半
か
ら
四
人
台
前
半
で
推
移
す
る
。
し
か
し
、
一
八
二
五
（
文
政
八
（
年
を
境
に
世
帯
規
模
は
拡
大
に
転
じ
、
奉
公
人
を
含

め
た
場
合
五
人
台
、
親
族
の
み
の
観
察
で
は
四
人
台
後
半
か
ら
五
人
台
に
な
る
。
観
察
終
了
年
の
世
帯
規
模
は
、
奉
公
人
を
含
め
た

場
合
が
五
・
七
人
、
親
族
の
み
の
場
合
が
五
・
五
人
で
あ
っ
た
。
各
世
帯
の
世
帯
規
模
は
幕
末
に
向
け
て
縮
小
化
す
る
傾
向
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
南
杉
田
村
の
場
合
、
む
し
ろ
幕
末
に
向
け
て
世
帯
規
模
は
拡
大
の
傾
向
に
あ
り
、
世
帯
規
模
の
分
布
に
は
均
質

化
の
傾
向
を
示
す
よ
う
な
要
素
は
見
出
せ
な
か
っ
た（（（
（

。

　

世
帯
構
成
を
観
察
し
て
お
こ
う
。
分
類
は
修
正
ハ
メ
ル
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
用
い
る
。
ハ
メ
ル
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
モ
デ
ル
は
、

世
帯
の
親
族
構
成
を
分
類
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
表
１
は
、
観
察
期
間
中
の
世
帯
構
成
を
世
帯
を
単
位
と
し
た
場
合
と
個
人
を
単
位

と
し
た
場
合
の
二
つ
の
方
法
で
非
親
族
を
除
き
分
類
し
た
。

　

当
然
、
個
人
を
単
位
と
す
れ
ば
、
世
帯
を
単
位
と
し
て
算
出
し
た
場
合
に
比
べ
、
世
帯
人
数
の
少
な
い
、
単
純
な
世
帯
構
成
の
割
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合
は
低
く
な
り
、
世
帯
人
数
の
多
い
世
帯
構
成
の
複
雑
な
世
帯
構
成
の
割
合
が
高
く
算
出
さ

れ
る
。
本
節
で
は
、
世
帯
を
単
位
と
し
た
世
帯
構
成
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う（（（
（

。

　

表
１
に
よ
る
と
、
観
察
期
間
中
の
南
杉
田
村
で
は
多
核
家
族
世
帯
の
割
合
が
最
も
高
い
。

ハ
メ
ル
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
モ
デ
ル
で
は
、
多
核
家
族
世
帯
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
夫
婦
が

二
組
以
上
の
複
雑
な
世
帯
構
成
が
分
類
さ
れ
る
。
日
本
の
伝
統
家
族
の
典
型
で
あ
る
直
系
家

族
世
帯
は
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
割
合
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
多
核
家
族
世
帯
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
に
二
つ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
直
系
家
族
世
帯
、
複
合
家
族
世
帯
と
し
、
多
核
家
族
世
帯
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
だ
け
は
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
二
分
し
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
い（（（
（

。

　

観
察
期
間
中
最
も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
、
多
核
家
族
世
帯
で
あ
る
が
、
こ
の
単

位
は
使
わ
ず
、
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
る
の
で
、
単
純
家
族
世
帯
、
つ
ま
り
核
家
族
世
帯

の
割
合
が
最
も
高
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
直
系
家
族
世
帯
で
あ
る
。
こ
の
世
帯

構
成
を
二
本
松
藩
二
か
村
（
下
守
屋
村
・
仁
井
田
村
を
合
計
し
た
も
の
（
の
世
帯
構
成
と
比
較

し
て
お
こ
う
。
南
杉
田
村
で
も
っ
と
も
そ
の
割
合
が
高
い
単
純
家
族
世
帯
の
割
合
は
、
二
本

松
藩
二
か
村
で
は
三
一
・
三
％
で
あ
っ
た
。
単
純
家
族
世
帯
の
割
合
は
二
本
松
藩
二
か
村
と

比
べ
、
多
少
高
い
。
二
本
松
藩
二
か
村
で
は
直
系
家
族
世
帯
の
割
合
が
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
中
で
一
番
高
く
三
六
・
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
南
杉
田
村
の
直
系
家
族
世
帯
の
割
合
は
三
一
・
八
％
で
あ
り

多
少
低
い
。
ま
た
、
単
独
世
帯
の
割
合
は
南
杉
田
村
の
場
合
一
一
・
〇
％
で
あ
る
が
、
二
本
松
藩
二
か
村
で
は
八
・
一
％
で
あ
っ
た
。

二
本
松
藩
二
か
村
と
比
較
す
る
と
南
杉
田
村
は
、
一
人
暮
ら
し
の
割
合
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
が
南
杉
田
村
の
世
帯
構
成
の

表 1　南杉田村世帯構成の分布
世帯×年 個人×年
％ Ｎ ％ Ｎ

１．単独世帯 11.0  999 2.（  999
２．非家族世帯 1.（  1（（ 0.（  （1（
３．単純家族世帯 （（.（  （0（（ 2（.（  9（（7
４．拡大家族世帯 19.0  171（ 20.1  7（（0
５．多核家族世帯 （（.（  （129 （1.1  19（（（

      ５i 　直系家族世帯 （1.（  2（7（ （（.7  17（0（
       ５ii　複合家族世帯 2.（  2（（ （.（  20（1

合計 100.0  90（（ 100.0  （（0（（
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一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
を
時
系
列
的
に
観
察
し
た
結
果
、
単
独
世
帯
が
全
期
間
を
通
し
一
割
程
度
存
在
す
る
こ
と
と
、
観
察
当
初
み
ら
れ
る
よ
う
な

複
合
家
族
世
帯
は
観
察
後
半
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
直
系
家
族
世
帯
の
割
合
が
高
ま
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
世
帯
構

成
の
時
系
列
的
変
化
は
、
速
水
融
の
世
帯
の
時
系
列
的
変
化
に
関
す
る
説
に
符
合
は
す
る
が
、
南
杉
田
村
で
は
、
世
帯
規
模
の
縮
小

化
、
均
質
化
は
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
世
帯
規
模
は
拡
大
す
る
。
こ
の
理
由
を
成
松
佐
恵
子
は
観
察
後
半
の
出
生
率
上
昇
に
求
め
て

い
る（（（
（

。

四
．
世
帯
構
成
と
農
民
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

　

第
四
節
で
は
、
第
三
節
で
観
察
し
た
世
帯
構
成
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
続
柄
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
非

親
族
も
含
め
て
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
社
会
学
に
は
戸
田
貞
三
の
続
柄
に
関
す
る
分
類
が
あ
る
が
、
分
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
多

す
ぎ
、
本
稿
で
扱
う
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
に
は
適
さ
な
い（（（
（

。
黒
須
里
美
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
歴
史
人
口
学
で
は
主
に
三
つ
の
続
柄
の
分

類
が
用
い
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
本
稿
で
は
「
同
居
親
族
集
団
の
戸
主
に
対
す
る
関
係
別
の
構
成
を
あ
ら
わ
し
、
家
族
構
造
の
比
較
を
す
る

た
め
に（（（
（

」
作
成
さ
れ
た
斎
藤
修
ら
の
分
類
を
少
し
修
正
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る（（（
（

。

　

各
世
帯
は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
員
か
ら
な
っ
て
い
る
の
か
。
表
１
で
は
非
親
族
を
除
い
て
世
帯
構
成
を
類
型
で
示
し
た
が
、
表
２

で
は
非
親
族
を
含
め
、
よ
り
具
体
的
に
、
戸
主
に
対
す
る
続
柄
を
世
帯
あ
た
り
の
比
率
で
示
し
た
。
こ
の
表
は
、
一
世
帯
あ
た
り
の

戸
主
に
対
す
る
続
柄
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
で
は
一
戸
主
あ
た
り
の
人
数
を
示
し
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
、
南
杉
田
村
の
場
合
、

前
述
し
た
と
お
り
必
ず
し
も
戸
主
が
各
世
帯
に
在
住
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
奉
公
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
他
出
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
る
。
南
杉
田
村
の
人
別
帳
に
は
外
書
に
戸
主
（
家
主
（
の
奉
公
先
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
戸
主
不
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在
の
ケ
ー
ス
は
、
修
正
せ
ず
記
載
ど
お
り
そ
の
年
は
戸
主
不
在
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
世
帯
数
と
戸
主
の
人
数
が
異
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
一
世
帯
あ
た
り
の
戸
主
に
対
す

る
続
柄
の
人
数
の
割
合
を
示
す
こ
と
に
し
た
。
戸
主
は
、
一
世
帯
あ
た
り
〇
・
九
人
で
あ
る
。

　

こ
の
表
か
ら
は
、
南
杉
田
村
の
世
帯
は
傍
系
親
族
が
少
な
く
、
主
に
直
系
親
族
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
観
察
し
て
み
よ
う
。
戸
主
は
世
帯
あ
た
り
〇
・
九

人
、
そ
の
配
偶
者
は
〇
・
七
人
で
あ
り
、
配
偶
者
は
ほ
ぼ
女
性
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
は
一
・
二
人
、
親
・
祖
父
母
は
〇
・
五
人
で
あ
り
、
母
・
祖
母
の
方
が
多
い
。
孫
・
曾

孫
は
〇
・
三
人
で
あ
る
。
き
ょ
う
だ
い
は
〇
・
一
人
で
下
人
、
抱
な
ど
の
非
親
族
よ
り
も
少
な

い
。
子
ど
も
数
を
、
こ
れ
と
同
じ
方
法
で
分
析
し
て
い
る
先
行
研
究
と
比
較
し
て
み
た
い（（（
（

。
真

壁
二
・
三
人
、
多
摩
二
・
一
人
、
久
居
一
・
八
人
、
越
前
二
・
〇
人
、
備
中
一
・
五
人
、
京
都

一
六
町
一
・
〇
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
都
市
で
あ
る
京
都
ほ
ど
は
少
な
く
な
い

が
、
他
の
地
域
と
比
較
す
る
と
子
ど
も
数
は
少
な
い
。
も
っ
と
も
、
南
杉
田
村
の
場
合
、
一
人

暮
ら
し
（
単
独
世
帯
（
の
割
合
が
高
く
、
あ
く
ま
で
こ
こ
で
提
示
し
て
い
る
の
は
一
世
帯
あ
た

り
の
平
均
人
数
で
あ
り
、
子
ど
も
数
、
あ
る
い
は
出
生
率
に
つ
い
て
は
出
生
の
分
析
に
ゆ
だ
ね

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
比
較
し
た
先
行
研
究
が
対
象
に
し
て
い
る
時
期
は
す
べ
て
幕

末
期
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
の
比
較
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

図
３

−

１
、
図
３

−

２
は
、
戸
主
と
の
続
柄
別
人
口
を
性
別
、
一
〇
歳
刻
み
の
年
齢
別
に
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

図
か
ら
、
男
性
の
場
合
は
、「
孫
・
曾
孫
」「
息
子
」「
兄
弟
」「
戸
主
」「
父
」「
祖
父
」
と

表２　戸主の続柄別世帯＊あたり平均人員
戸主 配偶者 子ども＊＊ 子ども

の配偶
者

親・
祖父母

孫・
曾孫

きょう
だい

きょう
だいの
配偶者

他の親
族

非親族＊＊＊ 不明 合計

総数 0.911 0.7（（ 1.2（（ 0.（（2 0.（0（ 0.2（（ 0.1（2 0.01（ 0.0（1 0.22（ 0.001 （.（（9
男性 0.（91 0.001 0.（12 0.070 0.1（7 0.1（0 0.09（ 0.001 0.0（7 0.1（0 0.000 2.（0（
女性 0.020 0.7（7 0.（20 0.272 0.（1（ 0.11（ 0.0（（ 0.012 0.02（ 0.0（9 0.001 2.0（1

＊世帯数＝ 90（（
＊＊子どもは養子を含む
＊＊＊非親族は、下人・抱・厄介
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不明
その他の非親族
きょうだいの子ども
きょうだいの配偶者
兄弟
祖父
孫の配偶者
孫・曾孫
養子
その他の親族
下人
厄介人
父母の兄弟とその配偶者
父
婿
息子
夫
戸主

図３－１　性別年齢階級別続柄（男性）
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0

不明
その他の非親族
きょうだいの子ども
兄弟の配偶者
姉妹
祖母
孫の配偶者
孫・曾孫
養女
その他の親族
下人
厄介人
父母の姉妹とその配偶者
母
嫁
娘
妻
戸主

図３－２　性別年齢階級別続柄（女性）
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い
っ
た
続
柄
と
「
下
人
」
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
年
齢
階
級
を
追
っ
て
観
察
す
る
と
、
戸
主
の
「
孫
・
曾
孫
」
あ
る
い
は
「
息

子
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
一
一
歳
か
ら
二
〇
歳
の
年
齢
階
級
で
は
「
孫
・
曾
孫
」
は
四
分
の
一
程
度
に
減
少
す
る
。「
兄
弟
」
は
、

一
〇
歳
ま
で
の
年
齢
階
級
で
登
場
し
、
一
一
歳
か
ら
二
〇
歳
の
年
齢
階
級
で
ピ
ー
ク
に
な
る
。
一
一
歳
か
ら
二
〇
歳
の
年
齢
階
級
に

な
る
と
、「
下
人
」
の
人
数
が
増
え
て
く
る
。「
息
子
」
は
二
一
歳
か
ら
三
〇
歳
の
年
齢
階
級
か
ら
「
戸
主
」
に
シ
フ
ト
し
、
四
一
歳

か
ら
五
〇
歳
の
年
齢
階
級
か
ら
「
父
」
が
登
場
、
六
一
歳
以
降
に
「
祖
父
」
が
登
場
す
る
。
女
性
は
、「
孫
・
曾
孫
」「
娘
」「
姉
妹
」

「
嫁
」「
妻
」「
母
」「
祖
母
」
と
い
っ
た
続
柄
と
「
下
人
」
が
確
認
で
き
る
。
年
齢
階
級
別
に
観
察
す
る
と
、
女
性
は
、
戸
主
の

「
孫
・
曾
孫
」「
娘
」「
姉
妹
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
続
柄
は
「
姉
妹
」
を
除
き
一
一
歳
か
ら
二
〇
歳
の
年
齢
階
級

で
「
嫁
」
に
シ
フ
ト
す
る
。「
嫁
」
は
二
一
歳
か
ら
三
〇
歳
の
年
齢
階
級
か
ら
「
妻
」
に
シ
フ
ト
し
、「
姉
妹
」
が
減
少
す
る
。
三
一

歳
か
ら
四
〇
歳
の
年
齢
階
級
で
は
「
嫁
」「
妻
」「
下
人
」
に
「
母
」
が
加
わ
り
、
四
一
歳
か
ら
五
〇
歳
の
年
齢
階
級
で
は
「
嫁
」
が

姿
を
消
し
、
五
一
歳
以
降
「
祖
母
」
が
登
場
す
る
。

五
．
戸
主
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

　

五
節
で
は
戸
主
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
こ
で
観
察
す
る
の
は
、
観
察
期
間
中
戸
主
で
あ
っ
た
、
六
三
一
人
で

あ
る
が
、
一
度
隠
居
や
移
動
な
ど
の
理
由
で
戸
主
を
終
了
す
る
が
、
再
び
戸
主
に
な
っ
た
者
が
い
る
の
で
、
観
察
対
象
者
は
の
べ
七

〇
〇
人
に
な
る
。
戸
主
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
、
戸
主
率
、
年
齢
別
戸
主
人
口
の
割
合
、
戸
主
開

始
理
由
、
戸
主
の
前
戸
主
に
対
す
る
続
柄
、
戸
主
開
始
年
齢
、
戸
主
平
均
継
続
期
間
、
戸
主
終
了
理
由
を
観
察
す
る（（（
（

。

　

ま
ず
、
戸
主
率
は
、
〇
・
二
〇
五
二
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ
を
性
別
に
み
る
と
男
性
が
〇
・
二
〇
〇
八
、
女
性
が
〇
・
〇
〇
四
四
で
あ
る
。

こ
の
戸
主
率
は
、
男
性
に
関
し
て
は
仁
井
田
村
の
戸
主
率
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
女
性
に
つ
い
て
は
、
仁
井
田
村
の
戸
主
率
が
〇
・



10（

近世農民世帯の構成と戸主のライフコース

〇
一
〇
六
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
か
な
り
低
い
こ
と
に

な
る
。

　

性
別
・
年
齢
別
に
ど
の
く
ら
い
戸
主
が
い
る
の
か
を
観
察
し
て
み

た
い
（
図
４
（。

　

男
性
の
年
齢
別
戸
主
の
割
合
を
み
る
と
、
二
五
歳
で
二
五
・
四
％
、

二
九
歳
で
四
〇
％
を
超
え
、
三
三
歳
で
五
二
・
〇
％
、
三
六
歳
で
六

一
・
八
％
、
三
九
歳
で
七
〇
％
を
超
え
、
四
七
歳
が
最
も
高
く
八

一
・
九
％
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
緩
や
か
に
そ
の
割
合
を
低
下
さ
せ
、

七
〇
歳
で
五
〇
％
を
割
る
。

　

一
方
女
性
戸
主
の
場
合
、
そ
の
割
合
が
最
も
高
く
な
る
の
は
六
九

歳
で
五
・
二
％
で
あ
る
。
五
％
に
達
す
る
の
は
、
六
七
歳
か
ら
六
九

歳
ま
で
の
間
の
み
で
あ
る
。
男
性
と
比
較
し
、
各
年
齢
人
口
に
対
す

る
戸
主
の
割
合
は
全
体
に
低
い
の
だ
が
、
そ
の
中
で
は
高
齢
期
に
戸

主
の
割
合
が
高
く
な
る
。

　

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
戸
主
に
な
っ
た
の
か
戸
主
開
始
の
理

由
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
（
表
４
（。
戸
主
開
始
理
由
は
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る（（（
（

。
第
一
の
タ
イ
プ
は
、
同
じ
世

帯
内
で
前
戸
主
か
ら
新
戸
主
に
戸
主
が
交
代
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ

れ
を
譲
渡
型
と
称
す
る
。
譲
渡
型
は
、
さ
ら
に
前
戸
主
の
死
亡
に
よ

2 5 8 11 14 17 20 23 26 29 32 35 38 41 44 47 50 53 56 59 62 65 68 71 74 77 80 歳

■男性戸主　　■女性戸主

図４　性別・年齢別戸主人口の割合
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る
譲
渡
と
前
戸
主
生
前
中
の
譲
渡
に
分
け
ら
れ
る
。
前
戸
主
生
前
中
の
譲
渡
は
、

大
竹
秀
男
が
「
相
続
開
始
原
因
は
、
金
沢
藩
の
よ
う
に
死
亡
の
み
に
限
っ
た
も
の

は
例
外
で
、
当
主
の
死
亡
・
隠
居
の
ほ
か
、
武
士
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
当
主

の
勘
当
・
失
踪
・
引
越
・
入
夫
や
養
子
縁
組
な
ど
と
な
っ
て
い
る（（（
（

」
と
述
べ
て
い

る
が
、
南
杉
田
村
で
も
多
様
な
理
由
が
観
察
で
き
る
。
も
っ
と
も
典
型
的
な
譲
渡

理
由
で
あ
る
前
戸
主
の
隠
居
の
ほ
か
に
前
戸
主
の
奉
公
、
縁
付
き
、
引
越
な
ど
の

移
動
、
離
婚
、
分
家
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
分
家
や
絶
家
再
興
、
南

杉
田
村
の
場
合
は
引
越
入
り
と
い
っ
た
新
た
に
独
立
し
た
世
帯
を
形
成
す
る
場
合

で
、
こ
れ
を
新
設
型
と
称
す
る（（（
（

。
戸
主
開
始
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
、
前
戸

主
の
家
出
、
失
踪
を
意
味
す
る
欠
落
、
理
由
不
明
が
あ
る（（（
（

。

　

戸
主
開
始
理
由
の
割
合
は
、
前
戸
主
生
前
中
の
譲
渡
が
戸
主
開
始
の
理
由
の
中

で
最
も
高
く
、
三
二
・
一
％
で
あ
る
。
次
が
前
戸
主
の
死
亡
に
よ
る
も
の
で
、
二

四
・
七
％
、
三
番
目
は
新
設
型
で
、
一
九
・
六
％
で
あ
る
。
新
設
型
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類
す
る
と
、
引
越
入
り
、
分
家
創
設
、
絶

家
再
興
が
観
察
さ
れ
た（（（
（

。

　

こ
れ
ま
で
筆
者
が
観
察
し
て
き
た
会
津
山
間
部
、
仁
井
田
村
、
下
守
屋
村
と
同
様
に
、
戸
主
開
始
の
理
由
に
は
何
ら
か
の
規
則
は

見
い
だ
せ
な
い（（（
（

。
た
だ
、
非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
前
戸
主
の
死
亡
に
よ
る
譲
渡
と
生
前
中
の
譲
渡
の
割
合
が
、
同
じ
方
法
で
分
類

し
た
仁
井
田
村
の
割
合
と
近
似
で
あ
る
点
で
あ
る（（（
（

。
仁
井
田
村
で
は
前
戸
主
の
死
亡
に
よ
る
譲
渡
の
ケ
ー
ス
が
二
七
・
九
％
、
前
戸

主
生
前
中
の
譲
渡
の
ケ
ー
ス
が
三
四
・
七
％
、
新
設
型
の
ケ
ー
ス
が
二
一
・
二
％
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
続
柄
の
も
の
が
戸
主
に
な
る
の
か
、
前
戸
主
か
ら
み
た
戸
主
の
続
柄
を
観
察
し
よ
う
（
表
５
（。
ま
ず
、
戸

表４　戸主開始理由
理由 N ％

前戸主の死亡の譲渡 17（ 2（.7
前戸主生前中の譲渡 22（ （2.1

隠居 200 2（.（7
奉公 （ 0.（7

縁付き （ 0.71
移動 （ 0.（（
離婚 （ 0.（（

前戸主分家 10 1.（（

新設（分家等） 1（7 19.（
欠落 1（ 2.（
不明 1（9 21.（

合計 700 100.0
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主
の
全
体
的
な
特
徴
と
し
て

は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
と
お
り
男
性
の
割
合

が
非
常
に
高
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
九
四
・
四
％
が
男

性
で
あ
り
、
女
性
は
五
・

六
％
で
あ
る
。
仁
井
田
村
の

女
性
戸
主
の
割
合
が
約
一
割

で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
と
比

較
す
る
と
女
性
の
戸
主
割
合

は
、
低
い
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
が
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
必
ず
し

も
長
男
子
が
戸
主
に
な
る
わ

け
で
は
な
く
、
多
様
な
続
柄

の
も
の
が
戸
主
に
な
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
の
表
で
、

長
男
子
と
し
て
い
る
の
は
、

戸
主
交
代
時
点
に
お
け
る
長

表 5　戸主開始理由別戸主の続柄＊

          ／％ 全　 死亡 生前 新世帯 欠落 不明 N
男性 9（.（ （2.7 99.1 99.（ （（.（ 99.（ （（1

前戸主 2.（ 0 0 11.7 0 0 1（
長男子 （（.9 （9.7 （0.9 10.9 （.（ 12.（ 2（（
次・三男 2.1 0 0 10.9 0 0 1（
夫 2.1 （.0 2.7 0 0 1.（ 1（
父 0.9 1.2 0.9 0 12.（ 0 （
孫 1.0 2.9 0 0 0 1.（ 7
婿 10.1 9.2 20.（ （.（ （.（ 1.（ 71
養子 7.（ 11.（ （.9 2.2 12.（ （.0 （1
兄 0.（ 0.（ 0 0.7 （.（ 0 （
弟 （.（ 2.（ （.1 17.（ 1（.（ 0.7 （9
義理兄弟 0.（ 0.（ 1.（ 0 0 0 （
おじ 0.（ 0 0 2.2 0 0 （
従兄弟・甥 0.（ 0.（ 0 0.7 0 0 2
その他の親族 0.（ 0 0.（ 1.（ （.（ 0 （
非親族 0.（ 0 0.（ 1.（ 0 0 （
不明 2（.（ 0 0 （（.0 0 77.9 1（（
女性 （.（ 17.（ 0.9 0.7 （1.（ 0.7 （9

妻＊＊ （.0 1（.（ 0 0 1（.（ 0 2（
娘 0.7 1.2 0.（ 0 12.（ 0 （
母 0.（ 0.（ 0.（ 0 0 0 2
養女 0.（ 0.（ 0 0 0 0.7 2
姉妹 0.1 0.（ 0 0 0 0 1
姪 0.1 0 0 0.7 0 0 1

総計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 700

＊速水融［1992］p.291　表 11－2 参照。
＊＊前戸主死亡による場合は後家をさす。
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男
子
で
あ
り
、
出
生
時
の
順
位
で
は
な
い
。
乳
幼
児
死
亡
率
が
低
い
時
代
で
あ
れ
ば
、
出

生
順
位
は
家
族
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
が
、
徳
川
時
代
の
農
民
社
会
は
乳
幼
児
死
亡
率
が

高
く
、
出
生
順
位
で
観
察
す
る
意
味
は
あ
ま
り
な
く
、
む
し
ろ
戸
主
交
代
直
前
の
順
位
が

重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
会
津
山
間
部
で
は
、
戸
主
交
代
の
数
年
前

に
余
剰
の
き
ょ
う
だ
い
が
生
家
か
ら
放
出
さ
れ
て
い
た
。
南
杉
田
村
で
も
、
戸
主
交
代
と

前
後
し
て
、
次
三
男
が
分
家
し
た
り
、
養
子
と
し
て
縁
付
い
た
り
し
て
い
る
。
戸
主
に
な

ら
な
い
（
な
れ
な
い
（
き
ょ
う
だ
い
が
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
家
を
離
れ
る
の
か

は
、
離
家
に
関
す
る
分
析
が
必
要
に
な
る
。

　

戸
主
開
始
理
由
を
性
別
に
よ
っ
て
比
較
す
る
な
ら
ば
、
男
性
の
方
が
多
様
な
続
柄
の
も

の
を
観
察
で
き
る
点
が
、
第
三
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

次
に
、
戸
主
開
始
の
理
由
に
よ
り
続
柄
に
違
い
が
見
い
だ
せ
る
の
か
、
観
察
し
て
お
こ

う
。
女
性
は
死
亡
譲
渡
と
欠
落
と
い
う
理
由
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
女
性
戸
主

は
生
前
譲
渡
で
も
観
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
理
由
は
前
戸
主
の
隠
居
に
よ
る
ケ
ー
ス
は
な
く
、

前
戸
主
の
欠
落
、
縁
付
き
、
離
婚
と
い
っ
た
そ
の
世
帯
に
突
然
起
こ
る
い
わ
ば
非
常
事
態

の
場
合
で
あ
る
。

　

開
始
理
由
別
に
男
性
戸
主
の
続
柄
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
譲
渡
型
（
生
前
譲
渡
と
死
亡

譲
渡
（
の
場
合
は
、
長
男
子
の
割
合
が
高
く
、
新
設
型
の
場
合
、
弟
、
次
・
三
男
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
前
戸
主
欠
落
の
場
合
も
弟
の
割
合
が
高
い
。
こ
の
二
つ
の
理
由
に

お
い
て
傍
系
親
族
が
戸
主
に
な
る
割
合
が
高
く
な
る
。
譲
渡
型
の
生
前
譲
渡
と
死
亡
譲
渡

表 6　理由別性別戸主平均開始年齢
男性（歳） s.d. 女性（歳） s.d. N

全平均 （（.7 12.2 （（.（ 1（.0
理由別
前戸主の死亡 （1.（ 12.（ （0.7 1（.9 17（
前戸主生前中の譲渡 （（.0 9.7 （2.（ 1（.（ 22（
新世帯創設（分家等） （0.9 12.7 （（.0 0 1（7
欠落 （0.（ 1（.（ （（.2 19.0 1（
不明 － － － － 1（9

N （（1 （9 700
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を
比
較
す
る
と
、
生
前
譲
渡
の
方
が
婿
の
割
合
が
高
く
な
る
。
生
前
譲
渡
は
直
系
親
族
以
外
の
も
の
を
戸
主
に
す
る
た
め
の
戦
略
と

み
な
す
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
会
津
山
間
部
や
仁
井
田
村
で
は
生
前
譲
渡
に
多
様
な
続
柄
の
も
の
が
観
察
さ
れ
た
が
、
南

杉
田
村
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

戸
主
開
始
の
年
齢
の
観
察
に
移
ろ
う
（
表
６
（。
男
女
別
に
戸
主
開
始
の
平
均
年
齢
を
比
較
す
る
と
、

男
性
が
三
四
・
七
歳
、
女
性
が
四
八
・
八
歳
で
あ
り
、
男
性
の
方
が
若
い
年
齢
で
戸
主
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

開
始
理
由
別
に
こ
れ
を
比
較
す
る
と
、
男
性
の
場
合
、
譲
渡
型
で
あ
る
生
前
譲
渡
と
死
亡
譲
渡
に
は

大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
新
設
型
と
比
較
す
る
と
、
新
設
型
の
方
が
平
均
年
齢
は
高
く
、

そ
の
差
が
七
～
八
歳
に
な
る
。
女
性
の
場
合
は
、
男
性
と
は
異
な
り
、
生
前
譲
渡
と
死
亡
譲
渡
に
差
が

み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
夫
の
死
亡
に
と
も
な
い
後
家
が
戸
主
に
な
る
ケ
ー
ス
が
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、

前
戸
主
の
欠
落
を
理
由
に
、
戸
主
に
な
る
女
性
の
年
齢
が
低
い
こ
と
は
特
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
戸
主
開
始
理
由
か
ら
、
前
戸
主
の
欠
落
で
戸
主
に
な
る
も
の
の
続
柄
は
、
妻
と
娘
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
前
戸
主
は
若
い
年
齢
で
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
南
杉
田
村
は
、
か
な
り
多
く
の

欠
落
人
が
観
察
さ
れ
、
欠
落
人
名
は
人
別
帳
の
帳
末
に
改
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
欠
落
に
つ
い
て
は

別
稿
を
準
備
し
、
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

で
は
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
戸
主
を
継
続
す
る
の
か
、
継
続
期
間
を
観
察
し
よ
う
（
表
７
（。
男

性
の
場
合
、
開
始
理
由
に
よ
っ
て
、
平
均
継
続
期
間
に
差
が
生
じ
る
。
譲
渡
型
の
場
合
は
、
前
戸
主
の

死
亡
、
生
前
中
の
譲
渡
に
よ
る
差
は
な
く
平
均
二
一
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
新
設
型
と
欠
落
の
場
合

は
約
一
五
年
で
あ
る
。
新
設
型
と
欠
落
は
戸
主
開
始
年
齢
が
譲
渡
型
に
比
べ
七
～
八
歳
高
い
こ
と
を
考

表 7　開始理由別戸主継続年数
理由 男性 s.d 女性 s.d

前戸主の死亡 21.0 1（.（ （.（ （.（
前戸主生前中の譲渡 21.1 12.（ （.（ 2.（
新世帯創設（分家等） 1（.0 1（.（ （.0 0
欠落 1（.（ 11.（ （.（ 7.7
不明 － － － －

合計 19.（ 1（.（ （.（ （.2
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え
る
と
、
む
し
ろ
戸
主
終
了
の
年
齢
に
何
ら
か
の
規
則
的
な
特
徴
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
点
は
、
戸
主
終
了
年
齢
を
観
察
す
る
際
に
注
意
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
女
性
は
、
男
性
と
比
較

す
る
と
継
続
期
間
は
短
く
、
前
戸
主
生
前
中
の
譲
渡
と
欠
落
に
は
二
年
ほ
ど
の
差
は
あ
る
が
、
開

始
理
由
に
か
か
わ
ら
ず
継
続
期
間
は
五
年
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
男
性
と
比
べ
分
散
も
小

さ
い
。

　

女
性
の
戸
主
継
続
期
間
が
短
い
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が

こ
れ
ま
で
観
察
し
て
き
た
下
守
屋
村
、
仁
井
田
村
、
会
津
山
間
部
で
も
同
様
の
結
果
を
え
て
い
る（（（
（

。

し
か
し
、
下
守
屋
村
、
仁
井
田
村
、
会
津
山
間
部
の
女
性
戸
主
の
継
続
期
間
は
八
年
前
後
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
ら
に
比
べ
、
南
杉
田
村
の
女
性
の
戸
主
継
続
期
間
は
短
い
こ
と
に
な
る
。

　

戸
主
の
観
察
の
最
後
に
、
戸
主
終
了
の
理
由
と
そ
の
年
齢
を
観
察
し
よ
う
（
表
８
（。
戸
主
終

了
の
理
由
は
、
戸
主
の
死
亡
、
戸
主
生
前
中
の
譲
渡
、
戸
主
の
死
亡
に
よ
る
絶
家
、
戸
主
の
縁
付

き
、
引
越
し
な
ど
の
移
動
に
よ
る
絶
家
、
そ
し
て
不
明
の
六
つ
に
分
類
で
き
た
。
男
性
の
戸
主
終

了
の
理
由
で
最
も
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、
戸
主
生
前
中
の
譲
渡
で
あ
る
が
、
戸
主
死
亡
に
よ
る

譲
渡
の
割
合
と
大
き
な
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
女
性
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な

い
が
、
生
前
中
の
譲
渡
の
割
合
が
四
三
・
六
％
と
際
立
っ
て
高
い
。
ま
た
、
戸
主
死
亡
に
よ
る
絶

家
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
そ
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
女
性
が
戸
主
に
な
っ
た
場
合
、
絶
家
の

可
能
性
が
高
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
女
性
が
戸
主
の
場
合
、
非
常
に
短
期
間
に
次
の
戸
主
に
交
代
す
る
パ
タ
ー
ン
と
、
交
代
す
る
相

手
が
な
い
ま
ま
絶
家
す
る
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
表
９
に
示
し
た
戸
主
終
了
年
齢
で
あ
る
。
女
性
の
戸
主
平
均
終
了
年
齢
は
、
生
前
中
に
譲
渡
す
る
場
合

表８　戸主終了理由
理由 男性（N） ％ 女性（N） ％

死亡 1（1 27.（ （ 10.（
生前譲渡 21（ （2.2 17 （（.（
欠落 1（ 2.（ 2 （.1
絶家（死亡） 29 （.（ （ 20.（
絶家（移動） 10（ 1（.7 7 17.9
不明 119 1（.0 1 2.（

合計 （（1 100.0 （9 100.0
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が
四
七
・
九
歳
、
死
亡
を
理
由
と
す
る
絶
家
の
場
合
が
七
〇
・
三
歳
で
あ
る
。
女
性
が
若
い
年
齢
で
戸
主
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
次

期
戸
主
を
獲
得
で
き
る
が
、
高
齢
で
戸
主
に
な
っ
た
場
合
に
は
次
期
戸
主
を
獲
得
し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
詳

し
く
、
戸
主
終
了
年
齢
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
男
性
の
平
均
終
了
年
齢
は
五
四
・
八
歳
、
女
性
は
五
二
・
三
歳
で
あ
る
。
こ

れ
を
理
由
別
に
み
て
い
こ
う
。
男
性
の
場
合
、
譲
渡
型
と
戸
主
死
亡
に
よ
る
絶
家
が
五
〇
歳
台

後
半
で
あ
る
。
戸
主
の
死
亡
に
よ
る
譲
渡
と
生
前
中
の
譲
渡
に
大
差
は
み
ら
れ
な
い
。
平
均
寿

命
も
関
係
す
る
の
で
、
安
易
に
仮
説
を
提
示
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
戸
主
を
終
了
す
る
年
齢
は
、

南
杉
田
村
の
場
合
五
〇
歳
台
後
半
、
あ
る
い
は
六
〇
歳
ま
で
と
い
う
何
ら
か
の
ル
ー
ル
が
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
欠
落
と
戸
主
の
移
動
に
よ
る
絶
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三

六
・
一
歳
、
四
五
・
九
歳
と
か
な
り
若
い
。
前
述
し
た
と
お
り
、
戸
主
の
欠
落
は
若
い
年
齢
層

で
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
女
性
も
同
様
で
あ
り
、
八
ケ
ー
ス
と
サ
ン
プ
ル
数
は
少
な
い
が

欠
落
を
理
由
と
す
る
戸
主
終
了
年
齢
は
平
均
二
一
・
〇
歳
と
他
の
理
由
に
比
べ
て
非
常
に
若
い

年
齢
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
戸
主
率
、
年
齢
別
戸
主
の
割
合
、
戸
主
開
始
理
由
、
戸
主
の
前
戸
主
に
対
す
る
続
柄
、

戸
主
開
始
年
齢
、
戸
主
平
均
継
続
期
間
、
戸
主
終
了
理
由
を
観
察
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
南
杉
田

村
の
戸
主
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
素
描
し
よ
う
。
戸
主
に
は
戸
主
交
代
時
点
で
の
長
男
子
が
な
り

や
す
く
、
三
〇
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
起
こ
る
。
余
剰
と
な
る
次
三
男
、
あ
る
い

は
戸
主
の
弟
は
、
婿
、
養
子
と
し
て
離
家
す
る
こ
と
な
く
、
生
家
世
帯
に
留
ま
っ
て
い
る
場
合

に
は
新
世
帯
創
設
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
新
世
帯
は
単
身
者
で
は
な
く
、

既
婚
者
が
そ
の
家
族
と
と
も
に
創
設
す
る
。
男
性
の
場
合
、
戸
主
終
了
は
五
〇
歳
台
後
半
で
あ

表 9　理由別性別戸主平均終了年齢
男性（歳） s.d. 女性（歳） s.d.

全平均 （（.（ 1（.（ （2.（ 20.0
理由別
死亡 （（.9 1（.（ （（.（ 9.（
生前譲渡 （（.（ 12.7 （7.9 19.2
欠落 （（.1 9.（ 21.0 （.0
絶家（死亡） （9.（ 1（.7 70.（ （.（
絶家（移動） （（.9 1（.0 （（.7 17.（
不明 － － － －



110

法学研究 90 巻 1 号（2017：1）

る
た
め
、
前
戸
主
と
戸
主
を
交
代
し
た
場
合
に
は
約
二
〇
年
間
戸
主
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
女
性
が
戸
主
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
そ
の
世
帯
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
り
、
女
性
は
中
継
的
な
役
割
を
担
う
に
す
ぎ
な
い（（（
（

。
戸
主
期
間
は
平
均
五
年

で
あ
り
、
こ
の
間
に
次
期
戸
主
を
確
保
し
戸
主
を
交
代
す
る
。
高
齢
で
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
次
期
戸
主
を
確
保
す
る
こ

と
な
く
絶
家
に
導
か
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

六
．
結
び
に
か
え
て

　

本
稿
は
、「
陸
奥
国
安
達
郡
南
杉
田
村
御
人
別
帳
」
を
史
料
と
し
て
、
こ
の
村
で
生
き
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
一
生
を
過
ご
し
た

の
か
、
戸
主
に
焦
点
を
絞
り
、
世
帯
構
成
と
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
そ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
観
察
し
た
。
南
杉
田
村
の
世
帯
構
成
は
単

純
家
族
世
帯
と
直
系
家
族
世
帯
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
直
系
家
族
世
帯
形
成
に
は
、
人
口
学
的
要
因
に
よ
り
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
毎

年
の
世
帯
構
成
を
数
え
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
サ
イ
ク
ル
の
分
析
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

南
杉
田
村
の
場
合
は
、
単
独
世
帯
、
つ
ま
り
一
人
暮
ら
し
の
割
合
が
高
く
、
ど
の
よ
う
な
世
帯
構
成
が
単
独
世
帯
に
な
り
や
す
い
の

か
、
ど
の
よ
う
な
続
柄
の
者
、
さ
ら
に
ど
の
く
ら
い
の
年
齢
の
者
が
単
独
世
帯
を
形
成
す
る
の
か
、
こ
の
点
も
観
察
の
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、
一
世
帯
あ
た
り
の
戸
主
に
対
す
る
続
柄
を
観
察
し
、
直
系
親
族
の
割
合
が
高
く
、
傍
系
親
族
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
観
察
期
間
中
南
杉
田
村
で
は
主
に
直
系
家
族
世
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
直

系
家
族
世
帯
優
位
の
南
杉
田
村
で
、
五
〇
歳
台
の
男
性
の
八
割
以
上
が
経
験
し
て
い
た
戸
主
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
観
察
し
た
。
そ
の

結
果
は
戸
主
に
は
男
性
が
な
り
や
す
く
、
女
性
は
戸
主
に
な
ら
な
い
（
な
れ
な
い
（
わ
け
で
は
な
い
が
そ
の
役
割
は
中
継
的
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
先
行
研
究
の
結
果
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
隣
農
村
と
比
較
し
て
南
杉
田
村
の
女
性
の
戸
主
率
が
低
い
こ
と

は
特
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
家
世
帯
の
戸
主
を
引
き
継
ぐ
の
は
、
前
戸
主
が
生
前
中
で
も
、
死
亡
し
た
場
合
で
も
三
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〇
歳
台
半
ば
の
男
性
で
あ
る
。
戸
主
継
続
期
間
は
、
戸
主
開
始
理
由
に
よ
り
異
な
る
が
、
譲
渡
型
の
場
合
に
は
二
〇
年
強
と
い
う
長

期
に
わ
た
る
。
男
性
の
場
合
、
終
了
の
理
由
に
も
よ
る
が
、
戸
主
は
五
〇
歳
台
後
半
で
次
世
代
と
交
代
す
る
。
女
性
が
戸
主
を
務
め

る
場
合
、
戸
主
期
間
は
約
五
年
で
あ
る
。
女
性
戸
主
は
、
短
期
間
に
次
期
戸
主
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
確
保
し
、
交
代
す
る
。
高
齢

の
女
性
が
戸
主
に
な
っ
た
場
合
は
、
絶
家
に
結
び
つ
く
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
近
世
に
生
き
る
農
民
の
日
常
生
活
を
、
戸
主
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う

と
試
み
た
。
だ
が
、
は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
稿
は
南
杉
田
村
の
世
帯
研
究
の
基
本
的
な
指
標
を
提
示
す
る
に
留
ま
っ
た
。
研

究
は
、
ま
だ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
「
人
別
帳
」
は
記
載
内
容
が
豊
富
で
あ
り
、
農
民
家
族
の
日
常
生
活
を

細
部
に
わ
た
っ
て
観
察
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。

　

階
層
分
け
や
時
系
列
の
観
察
に
よ
り
、
こ
の
村
で
生
き
た
農
民
た
ち
の
生
活
や
行
動
が
さ
ら
に
詳
し
く
描
け
る
だ
ろ
う
。
豊
か
な

内
容
を
持
つ
史
料
を
駆
使
し
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
用
い
な
が
ら
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人
々
が
ど
の
よ
う
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た

の
か
、
で
き
る
限
り
多
く
の
指
標
を
た
て
、「
人
別
帳
」
に
語
っ
て
も
ら
い
、
厚
み
の
あ
る
分
析
を
試
み
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
あ
る
。

謝
辞

　

本
稿
は
、
南
杉
田
村
の
基
礎
シ
ー
ト
（
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（
を
お
借
り
し
て
執
筆
し
た
。
こ
の
資
料
は
、
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
速
水
融
先
生
の

も
と
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
速
水
先
生
と
基
礎
シ
ー
ト
を
作
成
さ
れ
、
快
く
お
貸
し
く
だ
さ
っ
た
成
松
佐
恵
子
氏
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
Ｃ
（
研
究
課
題
番
号M

K
K

（（（J

「
家
族
構
造
の
歴
史
人
口
学
的
研
究
（
代
表　

岡
田
あ
お
い
（」

の
研
究
助
成
を
受
け
て
い
る
。
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（
１
（
速
水
融
［
二
〇
〇
一
］。

（
２
（
速
水
融
・
鬼
頭
宏
・
友
部
謙
一
編
［
二
〇
〇
一
］、
木
下
太
志
［
二
〇
〇
二
］、
高
橋
美
由
紀
［
二
〇
〇
五
］、
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇

六
］、
浜
野
潔
［
二
〇
〇
七
］、
平
井
晶
子
［
二
〇
〇
八
］、
黒
須
里
美
編
著
［
二
〇
一
二
］、
落
合
恵
美
子
編
著
［
二
〇
〇
六
］［
二
〇
一

五
］、
中
島
満
大
［
二
〇
一
六
］
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
（
有
賀
喜
左
衛
門
［
一
九
六
七
］
一
五
五
頁
。
本
多
真
隆
［
二
〇
一
五
］。

（
４
（「
陸
奥
国
安
達
郡
南
杉
田
村
御
人
別
帳
」
で
は
、
一
筆
の
筆
頭
者
を
「
家
主
」
と
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
吞
は
「
家
主
」
で
は
な

く
「
水
吞
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
各
世
帯
の
筆
頭
者
で
こ
れ
ら
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
「
戸
主
」
と
総
称
し
、

観
察
を
行
う
。
ま
た
、「
陸
奥
国
安
達
郡
南
杉
田
村
御
人
別
帳
」
を
「
人
別
帳
」
と
略
す
が
、
総
称
と
し
て
宗
門
改
帳
と
人
別
改
帳
を
論

じ
る
際
は
「
宗
門
改
帳
」
と
称
す
る
。
な
お
、
宗
門
改
帳
と
人
別
改
帳
の
ち
が
い
に
つ
い
て
は
成
松
佐
恵
子
［
一
九
九
二
］
一
〇
―
一
一

頁
を
参
照
。

（
５
（
成
松
佐
恵
子
［
二
〇
〇
四
］。

（
６
（
成
松
佐
恵
子
［
二
〇
〇
四
］
一
四-
一
六
頁
、
二
本
松
市
［
一
九
九
九
］
六
三
六
頁
。

（
７
（
角
川
書
店
［
一
九
九
一
］
七
七
二
頁
、
平
凡
社
［
一
九
九
三
］
六
〇
五
頁
。

（
８
（
南
杉
田
村
安
斎
家
所
蔵
。
安
斎
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
成
松
佐
恵
子
［
二
〇
〇
四
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
人
別
帳
」
の
欠
年
は
、
一

六
七
九
、
八
〇
、
八
三
、
八
四
、
八
五
、
八
六
、
八
九
、
九
〇
、
九
六
、
一
七
〇
二
、
一
五
、
二
四
、
二
五
、
二
六
、
二
七
、
三
二
、
三

八
、
四
一
、
四
二
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
三
、
五
五
、
五
六
、
五
八
、
五
九
、
六
五
、
七
九
、
八
一
、
八
九
、
九
二
、
九
六
、
九
八
、

一
八
〇
二
、
一
二
、
二
二
、
二
五
、
三
五
、
四
五
、
六
六
、
六
七
、
八
八
年
の
四
三
年
分
で
あ
る
。

（
９
（
速
水
融
［
一
九
七
三
］、
斎
藤
修
［
一
九
八
八
］。

（
10
（
成
松
佐
恵
子
［
二
〇
〇
四
］。

（
11
（
成
松
佐
恵
子
［
二
〇
〇
四
］、
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇
九
］。
な
お
、
南
杉
田
村
の
人
口
、
世
帯
の
詳
細
な
分
析
は
す
で
に
成
松
佐
恵

子
が
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
基
礎
シ
ー
ト
を
お
借
り
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
、
分
析
等
は
岡
田
あ
お
い
が
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

デ
ー
タ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
各
指
標
作
成
の
責
任
は
す
べ
て
岡
田
あ
お
い
が
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
過
程
で
、
成



11（

近世農民世帯の構成と戸主のライフコース

松
の
解
釈
と
は
異
な
る
点
が
生
じ
、
提
示
す
る
数
値
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

（
12
（
成
松
佐
恵
子
［
二
〇
〇
四
］。

（
1（
（
欠
落
と
は
、
失
踪
を
意
味
す
る
。
欠
落
は
、
南
杉
田
村
ば
か
り
で
な
く
、
二
本
松
藩
で
も
数
多
く
見
ら
れ
る
（
福
島
県
編
［
一
九
七

一
］
八
三
〇
頁
、
二
本
松
市
編
［
一
九
八
二
］
九
二
二
頁
。
な
お
、
図
２
で
は
現
住
（
そ
の
年
居
住
者
が
在
住
し
て
い
る
（
世
帯
の
推
移

を
示
し
て
お
り
、
留
守
世
帯
は
除
い
て
い
る
。

（
1（
（
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇
九
］。

（
1（
（
鈴
木
栄
太
郎
［
一
九
七
一
］
九
九
頁
。

（
1（
（
非
親
族
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は
、
下
人
、
抱
、
厄
介
、
家
守
で
あ
る
。

（
17
（
南
杉
田
村
同
様
、
二
本
松
藩
の
下
守
屋
村
、
仁
井
田
村
で
も
同
じ
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
成
松
佐
恵
子
が
指
摘
し
て
い
る
（
成
松
佐
恵

子
［
二
〇
〇
四
］
一
八
七
頁
（。

（
1（
（
観
察
期
間
中
、
南
杉
田
村
に
は
戸
主
が
奉
公
な
ど
の
理
由
で
留
守
の
世
帯
が
三
二
世
帯
×
年
あ
る
。
こ
れ
ら
の
世
帯
は
家
守
、
あ
る

い
は
下
男
が
留
守
宅
に
居
住
し
て
い
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
非
親
族
で
あ
る
た
め
、
こ
の
分
類
で
は
こ
れ
ら
の
世
帯
を
除
し
て
世
帯
構
成
を

観
察
し
て
い
る
。

（
19
（
多
核
家
族
世
帯
と
い
う
分
類
を
放
棄
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
比
較
を
念
頭
に
置
く
と
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

お
く
方
が
有
用
で
あ
る
。
詳
細
は
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇
四
a
］
を
参
照
。

（
20
（
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇
九
］
一
四
五
―
一
四
六
頁
。

（
21
（
成
松
佐
恵
子 ［
二
〇
〇
四
］
一
八
八
頁
。

（
22
（
戸
田
貞
三
［
一
九
八
二
（
一
九
三
七
（］
二
一
二
―
二
二
一
頁
。

（
2（
（
黒
須
里
美
・
他
［
二
〇
〇
五
］
二
三
―
二
四
頁
。 

（
2（
（
黒
須
里
美
・
他
［
二
〇
〇
五
］
二
四
頁
。

（
2（
（
斎
藤
修
［
二
〇
〇
二
］。

（
2（
（
黒
須
里
美
・
他
［
二
〇
〇
五
］
五
五
―
五
六
頁
、
お
よ
び
表
６
―
５
。

（
27
（
真
壁
、
多
摩
、
久
居
、
越
前
、
備
中
の
分
析
は
、
速
水
融
がRY

O
M

A
 PRO

JECT
と
名
付
け
た
幕
末
維
新
期
一
一
地
域
を
対
象
と
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し
た
横
断
的
分
析
を
主
眼
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
た
平
成
一
四
―
一
六
年
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
Ｃ
（（
二
（『
近
代
移
行
期
の
家
族
と
地
域
性
―
―
庶
民
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代
表　

黒
須
里
美
（』
の
成
果
で

あ
る
。RY

O
M

A
 PRO

JECT

に
つ
い
て
は
、
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇
四
ｂ
］。
五
地
域
の
戸
主
の
続
柄
別
世
帯
あ
た
り
平
均
人
数
の
表

は
黒
須
里
美
・
他
［
二
〇
〇
五
］
一
四
三
頁
、
京
都
一
六
町
に
関
し
て
は
浜
野
潔
［
二
〇
〇
七
］
一
六
六
―
一
六
七
頁
。
越
前
と
備
中
の

世
帯
に
関
す
る
比
較
は
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇
四
ｂ
］。

（
2（
（
戸
主
お
よ
び
家
督
の
継
承
に
関
す
る
歴
史
人
口
学
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
速
水
融
［
一
九
九
二
］、
坪
内
玲
子
［
一
九
九
二
］、
成

松
佐
恵
子
［
一
九
九
二
］、
岡
田
あ
お
い
［
一
九
九
八
］［
二
〇
〇
四
b
］、Cornell, Laurel. L.

［19（1

］
が
あ
る
。

（
29
（
戸
主
率
は
、
個
人
×
年
に
対
す
る
戸
主
件
数
×
年
の
割
合
で
算
出
し
た
。

（
（0
（
岡
田
あ
お
い
［
一
九
九
八
］。

（
（1
（
大
竹
秀
男
［
一
九
七
四
］
三
〇
頁
。

（
（2
（
岡
田
あ
お
い
［
一
九
九
八
］
一
一
六
頁
。

（
（（
（
理
由
不
明
に
は
、
観
察
初
年
に
戸
主
と
し
て
登
場
し
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
（（
（
筆
者
が
観
察
し
て
き
た
会
津
山
間
部
で
は
他
村
か
ら
の
引
越
に
よ
る
新
設
型
の
ケ
ー
ス
は
一
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、

会
津
山
間
部
は
、
陸
奥
国
会
津
郡
金
井
沢
村
、
鴇
巣
村
、
石
伏
村
、
大
沼
郡
桑
原
村
を
指
す
。

（
（（
（
詳
し
く
は
、
岡
田
あ
お
い
［
二
〇
〇
六
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
（
岡
田
あ
お
い
［
一
九
九
八
］
一
一
七
頁　

表
一
参
照
。

（
（7
（
女
性
の
戸
主
継
続
期
間
が
短
い
こ
と
は
、
す
で
に
宮
下
美
智
子
［
一
九
八
二
］、
速
水
融
［
一
九
九
二
］
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
（
大
藤
修
［
一
九
九
三
］。

引
用
文
献

有
末
賢
（
二
〇
一
二
（『
生
活
史
宣
言
―
―
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
社
会
学
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

有
賀
喜
左
衛
門
（
一
九
六
七
（『
有
賀
喜
左
衛
門
著
作
集　

Ⅳ
』
未
來
社
。

大
竹
秀
男
（
一
九
七
四
（「
相
続
法
の
歴
史
」
青
山
道
夫
・
他
編
『
講
座
家
族　

五
相
続
と
継
承
』
弘
文
堂
。
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大
藤
修
（
一
九
九
三
（「
近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
農
民
層
の
家
相
続
の
諸
態
様
」
福
田
ア
ジ
オ
・
塚
本
学
編
『
日
本
歴
史
民
俗
論
集
三　

家
・
親
族
の
生
活
文
化
』
吉
川
弘
文
館
。

岡
田
あ
お
い
（
一
九
九
八
（「
譲
渡
型
戸
主
の
特
徴
―
―
陸
奥
国
安
達
郡
仁
井
田
村
の
人
別
改
帳
を
中
心
と
し
て
」『
帝
京
社
会
学
』
第
一
一

号
。

岡
田
あ
お
い
（
二
〇
〇
〇
（「
近
世
農
民
社
会
に
お
け
る
世
帯
構
成
の
サ
イ
ク
ル
―
―
二
本
松
藩
２
ヵ
村
の
史
料
を
用
い
て
」『
社
会
学
評

論
』
第
五
一
巻
一
号
。

岡
田
あ
お
い
（
二
〇
〇
二
（「
近
世
農
民
社
会
に
お
け
る
家
督
の
継
承
と
そ
の
戦
略
―
―
陸
奥
国
安
積　

郡
下
守
屋
村
人
別
改
帳
を
中
心
と

し
て
」　

速
水
融
編
著 『
近
代
移
行
期
の
家
族
と
歴
史
』 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

岡
田
あ
お
い
（
二
〇
〇
四
ａ
（「
世
帯
構
成
の
分
類
モ
デ
ル
―
―
ハ
メ
ル
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
モ
デ
ル
の
限
界
と
修
正
可
能
性
」『
哲
学
』
第
一
一

二
号
。

岡
田
あ
お
い
（
二
〇
〇
四
ｂ
（「
幕
末
維
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